
「滝ノ城」城跡
　

こ
の
城
は
丘
陵
に
築
か
れ
た
平ひ
ら
や
ま
じ
ろ

山
城
で
、
別
名
は
「
本
郷

城
」。
城
跡
の
北
東
に
滝
が
あ
り
、
か
つ
て
は
滔
々
と
流
れ

落
ち
て
い
た
。
そ
こ
で
滝
ノ
城
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

東
南
に
は
柳
瀬
川
が
、
ま
た
北
に
は
東
川
が
流
れ
、
こ
れ

ら
二
つ
の
川
に
挟
ま
れ
た
台
地
上
に
位
置
し
て
築
城
さ
れ
た

の
で
、
要
害
堅
固
な
縄
張
り
を
も
つ
。
本
丸
は
二
十
五
米
の

崖
上
に
あ
っ
て
、
こ
れ
を
囲
む
二
の
丸
、
三
の
丸
、
物
見
櫓

跡
な
ど
が
残
っ
て
い
て
、
往
時
を
偲
ば
せ
る
。

　

築
城
は
武
藏
国
の
多
摩
・
入
間
・
高
麗
郡
を
支
配
し
て
い

た
大
石
氏
で
あ
る
が
、
十
四
代
遠
江
守
定
久
（
法
名
は
道
俊
）

の
時
代
、
天
文
十
五
年
（
１
５
４
６
）
四
月
二
十
日
の
河
越

夜
戦
で
主
君
上
杉
憲
政
が
小
田
原
の
北
条
氏
康
に
敗
れ
た
の

で
、
定
久
も
氏
康
に
降
っ
た
。
大
石
家
は
氏
康
の
次
男
氏
照

を
養
子
と
し
て
、
定
久
は
家
督
を
譲
る
こ
と
に
な
り
、
滝
ノ

城
は
北
条
氏
照
の
持
城
と
な
る
。

　

永
禄
七
年
（
１
５
６
４
）
〜
天
正
五
年
（
１
５
７
７
）、
北

条
氏
照
が
野
州
（
栃
木
県
）
に
出
兵
し
た
折
り
、
こ
の
城
が

陣じ
ん
ぞ
ろ
え

揃
の
場
所
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
天
正
十
五
年
、

氏
照
は
八
王
子
城
に
移
っ
た
の
で
、
こ
の
城
が
八
王
子
と
北

関
東
を
結
ぶ
重
要
な
連
絡
拠
点
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

天
正
十
八
年
、
小
田
原
城
の
落
城
後
、
関
東
一
円
は
徳
川

家
康
の
領
国
と
な
り
、
滝
ノ
城
は
廃
城
、
そ
し
て
、
そ
の
主

要
部
分
は
跡
地
と
し
て
残
さ
れ
、
い
ま
に
至
っ
て
い
る
。




















